


　
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
県
内
に

は
系
列
局
の
な
い
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
「
テ
レ

ビ
ユ
ー
山
形
」
に
区
域
外
再
送
信
の
同

意
申
請
書
を
提
出
し
た
ほ
か
、
来
年
四

月
以
降
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
再
送
信
を

目
指
し
て
長
谷
部
市
長
が
直
接
、
県
内

の
民
放
テ
レ
ビ
三
局
を
訪
問
す
る
な
ど

し
、
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
ユ
ー
山
形
の
番
組
を
山
形
県

内
を
越
え
て
放
送
す
る
こ
と
は
、
放
送

法
で
定
め
る
「
区
域
外
再
送
信
」
と
な

り
、
関
係
放
送
事
業
者
の
同
意
を
得
る

必
要
が
あ
り
、
各
地
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
局
で
も
こ
う
し
た
同
意
を
得
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
ユ
ー
山
形
の
調
査
班
が
本
市

を
訪
れ
、
受
信
点
（
松
ヶ
崎
付
近
）
で

の
電
波
の
受
信
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
な
ど
、
再
送
信
の
同
意

に
向
け
て
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
協
議
を
経
て
、

テ
レ
ビ
ユ
ー
山
形
の
同
意
が
得
ら
れ
た

の
ち
、
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
加
入

の
皆
さ
ん
は
ご
自
宅
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
の

多
彩
な
テ
レ
ビ
番
組
の
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
今
後
の
協
議
の
経
過
は
本
紙
な
ど
で

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
整
備
区
域（
６
地
区
）の

加
入
申
し
込
み
を
受
付
中
で
す

  

本
荘
地
域
の
う
ち

　
中
央
地
区
、
東
部
地
区
、

　
西
部
地
区
、
石
脇
地
区

 

子
吉
地
区（
薬
師
堂
、
藤
崎
）、

 

南
内
越
地
区（
川
口
、
柴
野
、
砂
子
）

 

　
本
荘
地
域
（
昨
年
整
備
し
た
南
内
越

地
区
と
子
吉
地
区
の
一
部
、
小
友
地
区

を
除
く
全
域
）
の
方
は
、
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
申

し
込
み
を
す
れ
ば
、
加
入
金
三
万
円
が

免
除
に
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
九
月
以
降
も
申
し
込
み
は
で
き
ま
す

が
、
加
入
金
は
免
除
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
来
年
四
月
以
降
に
順
次
接
続
と

な
り
ま
す
。

　
加
入
申
請
書
類
は
、
情
報
政
策
課

（
市
役
所
本
庁
二
階
）
に
準
備
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
　
整
備
済
み
区
域
の
方
も
、
加
入
金
の

免
除
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に

加
入
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
お
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

  

デ
ジ
サ
ポ
秋
田  

で

地
デ
ジ
の
相
談
受
け
付
け
ま
す

　
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
ま
で

に
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま

す
。
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
秋
田
）
で
は
地
デ
ジ

に
関
す
る
各
種
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
総
務
省 

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
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。
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利
用
料
の
減
免
制
度
あ
り
ま
す

　
市
条
例
に
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
月

額
利
用
料（
千
三
百
円
）の
全
額
ま
た
は

半
額
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
全
額
免
除
と
な
る
場
合
　
生
活
保
護

　
を
受
け
て
い
る
世
帯
、
65
歳
以
上
の

　
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
、
高
齢
者
世
帯

　
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら

　
れ
る
世
帯

▽
半
額
免
除
と
な
る
場
合
　
世
帯
主
が

　
目
や
耳
に
障
害
を
持
つ
世
帯
、
世
帯

　
主
が
体
に
重
度
の
障
害
を
持
つ
世
帯

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
情
報
政
策
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
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６
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６
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Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
番
組
の
放
送

（
区
域
外
再
送
信
）を
目
指
し
て
い
ま
す

上・ABS秋田放送
中・AAB秋田朝日放送
下・AKT秋田テレビ

テレビユー山形による
受信点調査（6月25日）



　
高
速
道
路
や
子
吉
川
、
鳥
海
ダ
ム
の
整

備
促
進
を
求
め
る
各
期
成
同
盟
会
の
合
同

整
備
促
進
大
会
が
六
月
二
十
六
日
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
国
・
県
の
関
係
者
や
に
か

ほ
市
と
本
市
の
一
般
市
民
や
関
係
者
約
三

百
四
十
人
が
参
加
。
各
期
成
同
盟
会
の
会

長
を
務
め
る
長
谷
部
市
長
が
「
社
会
資
本

の
整
備
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
根
幹
を

な
す
も
の
。
他
県
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
な
が
ら
、
調
和
の
と
れ
た
国
土
整
備
と

地
域
振
興
、
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
、
地

域
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
続
い
て
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
の
�
橋
克
己
地
域
道
路
調
整
官
に
よ
る

基
調
講
演
（
演
題
『
道
路
を
取
り
巻
く
最

近
の
状
況
に
つ
い
て
』
）
の
後
、
由
利
本

荘
青
年
会
議
所
の
加
藤
司
理
事
長
、
西
滝

沢
子
ど
も
水
辺
協
議
会
の
伊
藤
正
弘
会
長
、

に
か
ほ
市
観
光
協
会
の
�
橋
利
枝
さ
ん
に

よ
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
道
路
・
河
川
・
鉄
道
に
関
す

る
決
議
文
が
高
ら
か
に
読
み
上
げ
ら
れ
る

と
満
場
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
地
域
の

よ
り
一
層
の
発
展
と
、
整
備
促
進
を
誓
い

合
い
閉
会
し
ま
し
た
。 

（
各
期
成
同
盟
会
） 

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
促
進
秋

田
県
南
部
期
成
同
盟
会
／
羽
越
本
線
新
幹

線
直
通
促
進
秋
田
地
区
期
成
同
盟
会
／
鳥

海
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
／
本
荘
由

利
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議
会
／
子
吉
川

治
水
期
成
同
盟
会 

 

【
主
な
決
議
内
容
】  

●
道
路
関
係 

　
「
地
方
の
道
路
整
備
」
は
十
分
な
予
算

措
置
の
も
と
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
／
地

域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
の
継
続
・
拡
充

／
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
建
設
促

進
（
▽
仁
賀
保
本
荘
道
路
の
早
期
完
成
▽

象
潟
仁
賀
保
道
路
の
早
期
完
成
▽
酒
田
み

な
と
〜
遊
佐
間
の
早
期
完
成
▽
遊
佐
〜
象

潟
間
の
早
期
着
工
）
／
地
域
高
規
格
道
路

本
荘
大
曲
道
路
の
整
備
促
進
／
一
般
国
道

七
号
、
一
〇
五
号
、
一
〇
七
号
、
一
〇
八

号
、
三
四
一
号
、
三
九
八
号
の
整
備
促
進 

●
河
川
関
係 

　
一
級
河
川
子
吉
川
の
維
持
管
理
は
国
が

責
任
を
持
っ
て
果
た
し
て
い
く
こ
と
／
治

水
関
係
予
算
の
大
幅
確
保
と
住
民
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
河
川
改
修
な
ど
の
推
進

／
鳥
海
ダ
ム
の
早
期
建
設
着
工 

●
鉄
道
関
係 

　
羽
越
本
線
の
高
速
化
・
複
数
化
の
早
期

実
現
／
羽
越
本
線
の
新
幹
線
直
通
化
の
早

期
実
現
／
在
来
線
の
安
全
性
と
利
便
性
の

向
上 

　
国
道
一
〇
七
号
と
秋
田
県
国
道
一
〇
八

号
鳥
海
ラ
イ
ン
の
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

通
常
総
会
が
七
月
二
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
に
は
、
横
手
市
と
湯
沢
市
、
本
市

の
市
長
、
議
会
議
長
や
会
員
団
体
代
表
、
国
・

県
職
員
な
ど
約
三
十
人
が
出
席
。
総
会
の

冒
頭
で
、
両
期
成
同
盟
会
の
会
長
を
務
め

る
長
谷
部
市
長
は
「
両
路
線
は
、
沿
線
地

域
の
住
民
に
密
着
し
た
生
活
道
路
と
し
て

極
め
て
重
要
な
道
路
。
よ
り
一
層
の
安
全
性
・

利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
、
両
路
線
の
整
備
促
進
に
向

け
て
、
財
源
と
予
算
確
保
に
つ
い
て
関
係

機
関
に
要
望
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
ほ
か
、
両
路
線
に
接
続
す
る
主
要

地
方
道
、
一
般
県
道
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
も
、
強
く
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
合
併
前
の
旧
市
町
の
ふ
る
さ
と
会
で
つ

く
る
由
利
本
荘
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
（
菊

地
昭
夫
会
長
）
の
二
回
目
と
な
る
集
い
が

六
月
二
十
八
日
、
東
京
都
港
区
の
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
首
都
圏
に
お

住
ま
い
の
会
員
な
ど
約
百
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
「
本
荘
ふ
る
さ
と
会
」「
在
京
矢
島
会
」「
ふ

る
さ
と
岩
城
会
」「
由
利
中
学
校
同
窓
会
東

京
支
部
」「
東
京
地
区
大
内
会
」「
東
京
東
由

利
会
」「
関
東
地
区
西
目
会
」「
ふ
る
さ
と

鳥
海
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
発
起
人
と
な

り
平
成
十
八
年
十
月
に
発
足
し
た
同
連
合
会
。 

　
菊
地
会
長
（
ふ
る
さ
と
鳥
海
の
会
）
は
、

開
会
に
あ
た
り
「
こ
の
連
合
会
に
は
、
郷

里
を
同
じ
く
す
る
も
の
同
士
の
素
朴
な
安

心
感
と
信
頼
感
が
あ
る
。
交
友
関
係
を
深
め
、

緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
ふ
る
さ
と
な
ま
り
が
飛
び

交
う
会
場
で
、
懐
か
し
の
郷
里
に
思
い
を

は
せ
な
が
ら
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。 

■
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
制
度
と
は 

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
」
と
は
、

ふ
る
さ
と
に
対
し
貢
献
し
た
い
、
応
援
し

た
い
と
思
う
地
方
自
治
体
へ
寄
附
し
た
場

合
に
、
そ
の
相
当
額
が
、
翌
年
度
の
住
民

税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
の
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
の
地
方
自
治
体
へ
の
寄
附
金
控
除

制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
た
も
の
で
す
。 

　
「
ふ
る
さ
と
『
由
利
本
荘
』
を
大
切
に

し
た
い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
を
寄
附
と

い
う
か
た
ち
で
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。 

■
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
「
ふ
る
さ
と

さ
く
ら
基
金
」
の
使
い
道
は 

　
市
で
は
、
寄
附
金
の
使
途
を
明
確
に
す

る
た
め
、
「
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
」
を

設
置
し
、
主
に
次
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
基
金
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
は
、
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
皆
様
に
報
告
い
た
し
ま
す
。 

【
活
用
事
業
】 

①
市
の
花
「
さ
く
ら
」
を
活
用
し
た
ま
ち

　
づ
く
り 

②
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み 

③
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
・

　
育
成 

■
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
へ
の
ご
寄
附
に

　
つ
い
て 

　
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
へ
の
ご
寄
附
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
手
続
き
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
注
意
事
項
） 

　
ご
寄
附
は
１
口
５
千
円
以
上
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。 

 

①
寄
附
申
込
書
の
提
出 

　
「
寄
附
申
込
書
」
を
市
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
） 

②
郵
便
振
替
用
紙
の
送
付 

　
「
寄
附
申
出
書
」
を
受
理
し
た
後
、
市

か
ら
寄
附
申
し
出
の
方
へ
払
込
取
扱
票
付

き
「
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
郵
送
し
ま
す
。
払
込
取
扱
票
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
お
近
く
の
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
で
ご
寄
附
く
だ
さ
い
。
（
手
数
料
は

か
か
り
ま
せ
ん
） 

③
寄
附
金
の
受
領
を
証
明
す
る
書
類
の
送
付 

　
入
金
確
認
後
、
市
か
ら
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
方
へ
、
寄
附
金
の
受
領
書
を
郵
送
し

ま
す
。
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
確
定
申
告
時
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

（
税
控
除
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
か
、
居
住
す
る
市
区
町
村
税
務

担
当
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
） 

  

ふるさと納税の状況（７月１日現在） 

「故郷」を思う心に感謝！ 

 113 　8,316,000 

　問い合わせ先（寄附申込書郵送・送信先） 
〒015－8501　秋田県由利本荘市尾崎17 
　由利本荘市企画調整部企画調整課 
             　　 　　ＴＥＬ　0184‐24‐6231 
              　　　　ＦＡＸ　0184‐23‐1322 
電子メール   kikaku@city.yurihonjo.akita.jp 

▽
 

件 円 



　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
学
校
環
境

適
正
化
計
画
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
大

の
道
町
内
会
や
赤
沼
町
内
会
で
数
回
に

わ
た
り
、
本
荘
南
、
本
荘
東
の
両
中
学

校
の
学
区
再
編
に
つ
い
て
の
説
明
会
や

町
内
役
員
と
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
協
議
を
踏
ま
え
、
両
町
内

か
ら
通
学
す
る
学
校
を
来
年
の
四
月
一

日
か
ら
次
の
よ
う
に
し
ま
す
。

　
な
お
、
両
中
学
校
ま
で
の
通
学
距
離

な
ど
を
考
慮
し
、
学
校
選
択
制
を
一
部

取
り
入
れ
て
対
応
し
ま
す
。         

  

両
町
内
か
ら
通
学
す
る
学
校
は

▼
「
赤
沼
町
内
」
は
、
「
本
荘
南
中
学

校
」
を
基
本
に
再
編
し
ま
す
。

▼
「
大
の
道
町
内
」
は
、｢

本
荘
東
中

学
校｣

を
基
本
と
し
ま
す
。 

  

新
入
学
１
年
生
が
対
象

　
対
象
と
す
る
学
年
は
、
現
小
学
六
年

生
で
、
来
年
四
月
に
入
学
す
る
中
学
一

年
生
を
基
本
と
し
ま
す
。           

「
学
校
選
択
制
」
を
導
入

　
次
の
よ
う
な
場
合
で
、
希
望
さ
れ
る

方
に
「
学
校
選
択
制
」
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
し
、
柔
軟
な
対
応
を
し
ま
す
。

▼
赤
沼
町
内
　
来
年
度
の
中
学
校
入
学

予
定
者
（
現
小
学
六
年
生
）
で
、
次
の

①
か
②
に
該
当
し
、
東
中
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
方
。

①
自
宅
か
ら
南
中
学
校
と
東
中
学
校
へ

の
通
学
距
離
の
差
が
１
㌔
以
上
の
場
合
。

②
兄
や
姉
が
東
中
学
校
に
既
に
在
学
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
兄
や
姉
に
東
中

学
校
の
卒
業
者
が
い
る
場
合
。

③
現
在
、
東
中
学
校
に
在
学
す
る
一
年

生
お
よ
び
二
年
生
で
、
南
中
学
校
へ
の

入
学
を
希
望
す
る
方
。

▼
大
の
道
町
内
　
来
年
度
の
中
学
校
入

学
予
定
者
で
、「
大
の
道
町
内
第
１
区
」

に
在
住
し
て
お
り
、
南
中
学
校
へ
入
学

を
希
望
す
る
方
。     

  

学
校
選
択
の
手
続
き
は

　
学
校
選
択
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所

定
の
申
請
書
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
学
校
、
教
育
委
員
会
に
あ

り
ま
す
）

◆
申
請
締
切
日
　
９
月
８
日（
火
）

◆
申
請
書
提
出
先
　
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
・
尾
崎
小
学
校
・
本
荘
東
中

学
校（
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◇
決
定
通
知
　
審
査
の
の
ち
、
入
学
先

を
決
定
の
う
え
、
九
月
末
日
ま
で
に
保

護
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
▽
学
校
選
択
を
希
望
し
な
い
場
合

　
来
年
度
の
中
学
入
学
予
定
者
が
学
校

選
択
を
希
望
し
な
い
場
合
の
入
学
先
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

▽
赤
沼
町
内
　
…
本
荘
南
中
学
校
へ

▽
大
の
道
町
内
…
本
荘
東
中
学
校
へ   

  

通
学
な
ど
に
も
配
慮

　
赤
沼
町
内
に
つ
い
て
は
全
域
を
自
転

車
で
通
学
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

（
自
転
車
置
き
場
は
確
保
）

　
ま
た
、
徒
歩
通
学
の
経
路
に
は
歩
道

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
通
学
の
安
全
面
に
十
分
配
慮
し

ま
す
。（
経
路
例
…
市
道
川
口
大
鍬
町
線

か
ら
駅
前
通
に
出
て
市
役
所
前
通
り
、

裁
判
所
前
か
ら
国
道
沿
い
に
南
中
へ
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
０
１
５
―
０
８

０
１
　
由
利
本
荘
市
美
倉
町
２
７
―
２

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
24
―

６
２
８
９ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
24
―
２
５
４
７
）

本荘南中学校で
学ぶ生徒 ―■問い合わせ先

　市教育委員会　東由利教育学習課（☎69－2310）、
　　　　　　　　学校教育課（☎24－6285）

　
市
教
育
委
員
会
会
議
が
六
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、
五
人
の

委
員
が
委
員
長
な
ど
を
互
選
し
ま
し
た
。
委
員
長
に
は
大
越

英
雄
委
員（
54
歳
・
小
人
町
）を
再
任
。
職
務
代
理
者
に
は
鈴

木
タ
キ
委
員（
64
歳
・
埋
田
）を
選
任
し
、
教
育
長
に
は
佐
々

田
亨
三
委
員（
65
歳
・
岩
城
亀
田
）を
再
任
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
満
了
に
伴
い
六
月
二
十
九
日
付
で
退
任
さ
れ

た
前
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
の
佐
藤
成
孝
委
員
は
、
合
併

前
の
平
成
六
年（
旧
矢
島
町
）か
ら
教
育
委
員
や
教
育
委
員
長

を
歴
任
さ
れ
、地
域
教
育
行
政
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
は
都
道
府
県
や
市
町
村
に
置
か
れ
る
行
政
委

員
会
の
一
つ
で
、
合
議
制
の
執
行
機
関
。
委
員
長
は
教
育
委

員
会
の
会
議
を
主
催
し
、
委
員
会
を
代
表
し
ま
す
。
委
員
会

は
教
育
行
政
に
か
か
わ
る
基
本
的
方
針
を
決
定
し
、
そ
の
方

針
・
決
定
を
受
け
た
教
育
長
が
教
育
行
政
を
執
行
し
ま
す
。

多彩な催しを満喫
西目漁港まつり
　西目漁港で6月27日、
「第4回西目漁港まつり」
が開催され、約2,500人
の家族連れが海と親し
み、イベントを楽しみま

した。マダイやヒラメ、カワハギなどを泳がせる「おさ
かなレース（Ｆｉｓｈ―1）」は、その魚がもらえるとあっ
て子どもたちの人気の的に。3千匹のヒラメの稚魚の
放流や「漁船遊覧体験」などの催しを満喫しました。

浜をもっときれいに!
岩城の2海岸で清掃
　ＡＫＴ秋田テレビと
市観光協会岩城支部主
催の「エコプロジェク
ト・道川海水浴場クリ
ーンアップ」が7月5日

に行われ、約200人が浜に打ち上げられた漂流物など
を拾い集めました。4日、5日には道の駅「岩城」近く
の浜辺で本田技研工業㈱によるビーチクリーン活動が
行われ、同社社員や道の駅関係者が四輪バギーに取
り付けたビーチクリーナーで木片などを回収しました。
 

七夕彩るマンドリン
とピアノの調べ
　七夕の日を前にした7
月4日、善隣館で七夕ミ
ニコンサートが開かれ
ました。荻田ヒサ子さ
んのマンドリンと木下

裕美さんのピアノによる「デュオ コン アモーレ」の
演奏会では「星に願いを」などの名曲が奏でられ、地
元グループ「すこやかコーラス」との共演もありまし
た。冨田いくみちゃん（8歳・一番堰）は「初めてマ
ンドリンを聴き、楽しかった」と話していました。
 

本荘郷土資料館で
由利橋企画展開催中
　本荘郷土資料館では、
企画展「さようなら！
昭和の由利橋」を開催
中。解体中の由利橋の
姿や藩政期から明治・

大正・昭和までの「大渡り」、「船橋」、「木製橋」の
移り変わりなどがご覧になれます。先月、体に障害を
持つ方も対応できる洋式トイレが館内に完成し、より
便利になりました。
　展示　～9月23日（水）午前9時～午後4時
　　　　　　　　　  （月曜日休館。9月21日は開館）
　入館料　大人100円。学生は無料
　問い合わせ先　本荘郷土資料館（☎24ー3570）▽

▽
▽

　
少
子
化
に
伴
う
児
童
数
の
減
少
な
ど
に
よ

り
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
東
由
利
地
域

の
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

保
護
者
を
始
め
地
域
の
ご
意
見
や
小
学
校
統

廃
合
推
進
委
員
会
で
の
話
し
合
い
を
受
け
、

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
を
目
標
に
八
塩
小

学
校
と
高
瀬
小
学
校
が
対
等
な
統
合
を
す
る

こ
と
を
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
統

合
後
は
い
ず
れ
か
の
校
舎
を
使
用
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
将
来
は
東
由
利
中
学
校
と
の

連
携
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
統
合
と
共
に
新
し
い
学
校
名
と
な
る
こ
と

か
ら
、
東
由
利
地
域
の
自
然
環
境
や
伝
統
文

化
な
ど
を
象
徴
す
る
校
名
、
あ
る
い
は
地
名

な
ど
に
基
づ
い
た
学
校
名
を
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
本
市
に
住
所
を
有
す
る
市
民

▽
募
集
内
容

　
①
新
し
い
学
校
名(
ふ
り
が
な)

　
②
新
し
い
学
校
名
を
名
付
け
た
理
由

　
③
住
所
と
電
話
番
号

　
④
氏
名
、
性
別
、
年
齢

▽
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

ー
ル
、
ま
た
は
各
地
域
の
教
育
学
習
課
窓
口

に
備
え
付
け
の
用
紙
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
先
　
〒
０
１
５
―
０
２
９
６
　
由
利

本
荘
市
東
由
利
老
方
字
橋
脇
１
１
２

市
教
育
委
員
会
　
東
由
利
教
育
学
習
課

Ｆ
Ａ
Ｘ
69
―
２
０
３
９
　
電
子
メ
ー
ル

h
y

r
-

k
y

o
i

k
u

@
c

i
t

y
.

y
u

r
i

h
o

n
j

o
.

a
k

i
t

a
.

j
p

▽
締
め
切
り
　
八
月
二
十
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
当
日
消
印
有
効
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◇部門　①春部門（３月～５月）、 
　　　　②夏部門（６月～８月）、 
　　　　③秋部門（９月～11月）、 
　　　　④冬部門（12月～２月） 
◇募集期間　～８月31日（月） 
◇募集条件　○市内で平成18年４月
　１日以降に撮影された未発表の自
　作品　○四ツ切サイズ（ワイド不
　可）○応募は各部門で１人１点の
　み 
◇応募方法　チラシ裏面の応募用紙
　に記入のうえ、作品と一緒に事務
　局へお届けください。郵送・宅配
　便の場合は本部事務局まで、持参
　の場合は市観光協会各支部でも受
　け付けます。 
◇版権　採用作品の版権は市および
　市観光協会に帰属します。（採用
　作品は返却しません） 
◇発表　本人に通知。市ホームペー
　ジ上でも発表します。 
◇送付・問い合わせ先 
　〒015-0801　由利本荘市美倉町 
　27-2　市観光協会事務局 

（☎24ー6376） 

　平成22年度採用予定の市職員を次のとおり募集します。  
 
　　採用予定職種・採用予定人員 
　　行政職　　　　　　　　　　上級・中級・初級のうちから　　 10人 
　　保健師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １人 
　　技術職（建築）職務経験者　   上級・中級・初級のうちから 　　１人 
　　受験資格 
　①行政職上級　昭和55年４月２日から昭和63年４月１日までに生まれ
　　　　　　　　た方。（学歴区分なし） 
　②行政職中級　昭和57年４月２日から平成２年４月１日までに生まれ
　　　　　　　　た方。（大学を卒業または卒業見込みの人を除く） 
　③行政職初級　昭和59年４月２日から平成４年４月１日までに生まれ
　　　　　　　　た方。（大学、短期大学などを卒業または卒業見込みの
　　　　　　　　人を除く） 
　④保健師　　　昭和57年４月２日以降に生まれた方で、保健師免許を
　　　　　　　　有する人。または学校の保健師専門課程などを平成22
　　　　　　　　年３月31日までに卒業見込みで、免許取得予定の人。 
　⑤技術職(建築)職務経験者　昭和49年４月２日から昭和62年４月１日
　　　　　　　　までに生まれた方で、二級建築士以上の資格を持ち、
　　　　　　　　民間企業などにおける職務経験が５年以上の人。 
　　　　　　　  （来年３月31日現在で５年に達すると見込まれる場合を含む） 
　　申し込み締め切り　８月19日㈬（当日消印有効） 
　　第１次試験日　９月20日㈰
　　第２次試験日　１次試験合格者に通知 
　　試験会場　市民交流学習センター（旧本荘由利広域交流センター／
　　　　　　　由利本荘市上大野16） 
　　受験申込書の請求　７月21日㈫から８月19日㈬までに、市総務部 
　　職員課へ。郵便で請求する場合は「職員採用試験申込書請求」と朱
　　書きし、140円切手とあて先を明記したものを同封のこと。  
　　　※電子メールによる請求は受け付けておりません。 
　　　※受験申込書は、各総合支所振興課でもお受け取りになれます。 
　　　※試験案内は｢由利本荘市ホームページ｣からもご覧になれます。 
                                                                               
　受験の申し込み・問い合わせ先 
　　市総務部職員課　〒015-8501　由利本荘市尾崎17　☎２４-６２１６ 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
開
会
　
８
月
９
日（
日
）午
前
９
時 

▽
会
場
　
本
荘
文
化
会
館 

▽
ゲ
ス
ト
　
藤
原
美
幸
さ
ん
（
第
16
回
大

　
会
優
勝
・
県
内
12
大
会
優
勝
）、
清
野
明

　
子
さ
ん
（
前
年
大
会
優
勝
） 

▽
部
門
　
大
賞
の
部
・
高
年
の
部
・
年
少

　
の
部 

▽
入
場
料
　
五
百
円
（
※
高
校
生
以
下
は

　
無
料
） 

　 ▽
入
場
券
販
売
所
　
市
商
工
会
お
よ
び
市

　
商
工
会
各
支
所
、
本
荘
文
化
会
館
ほ
か 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
会
（
☎
23
ー

　
８
６
８
６
） 

　
意
欲
あ
る
担
い
手
を
対
象
と
し
、
機
械
・
施
設
な
ど
の

導
入
を
支
援
す
る
„
今
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
“
農
業
夢
プ
ラ

ン
応
援
事
業
（
平
成
21
〜
22
年
度
、
県
単
独
事
業
）
の
一

部
に
つ
き
、
市
の
嵩
上
げ
を
増
額
し
助
成
し
ま
す
。 

①
対
象
品
目
　
県
産
地
ブ
ラ
ン
ド
品
目
・
花
き
・ 

　
葉
た
ば
こ
（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
）、
肉
用
牛
、 

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
リ
ン
ド
ウ
の
新
植 

②
助
成
率
　
従
　
前
　
県
４
／
12 

・ 

市
１
／
12
　 

　
　
　
　
　
改
正
後
　
県
４
／
12 

・ 

市
２
／
12
　 

③
対
象
者
　
農
業
法
人
、
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農 

　
者
、
集
落
営
農
組
織
、
農
作
業
受
託
集
団 

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
市
単
独
事
業（
平
成
21
〜
22
年
度
）に
よ
り
、
新
規
も 

し
く
は
規
模
拡
大
を
行
う
販
売
農
家
を
支
援
し
ま
す
。 

①
対
象
品
目
な
ど
　
▽
新
規
も
し
く
は
規
模
拡
大
を
行
い
、 

　
か
つ
出
荷
を
目
的
と
す
る
野
菜
・
花
き
（
パ
イ
プ
ハ 

　
ウ
ス
）　
▽
繁
殖
用
雌
牛
、
肉
用
鶏
素
ヒ
ナ
、 

　
草
地
整
備
、
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー 

②
助
成
率
　
４
／
12
　 

③
対
象
者
　
農
業
法
人
、
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農
者
、

　
集
落
営
農
組
織
、
農
作
業
受
託
集
団
、
販
売
農
家 

④
募
集
期
間
　
７
月
15
日（
水
）〜
31
日（
金
） 

　
市
で
は
、
農
山
村
地
域
の
維
持
・
活
性
化
を
促
進
す
る

た
め
、
地
場
農
産
物
加
工
品
の
新
規
開
発
・
製
造
・
販
売

や
、
都
市
農
村
交
流
事
業
に
取
り
組
む
農
林
漁
家
・
団
体

　
　
な
ど
を
支
援
し
ま
す
の
で
、
支
援
を
希
望
す
る
、
意

　
　
欲
に
満
ち
た
農
家
や
団
体
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

　
　
▽
応
募
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
今
後
二

　
　
　
年
以
上
に
わ
た
り
実
施
を
計
画
し
て
い
る
個
人
・

　
　
　
団
体 

　
　
①
農
家
民
宿
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
者
、
新
し

　
　
　
く
経
営
を
行
う
方 

　
　
②
加
工
品
の
出
荷
販
売
を
目
的
に
取
り
組
む
農
林
漁

　
　
　
家
・
団
体 

　
③
新
規
に
特
産
品
開
発
に
取
り
組
む
農
林
漁
家
・
団
体 

▽
公
募
期
間
　
７
月
15
日（
水
）〜
８
月
31
日（
月
） 

  

　
市
内
の
各
地
域
が
有
す
る
豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
、

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る

集
落
を
支
援
す
る
た
め
、
市
で
は
地
域
資
源
調
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
支
援
を
希
望
す
る
集
落
は
ご
応
募
く
だ
さ

い
。 

▽
調
査
対
象
　
集
落
自
治
会
や
地
域
住
民
で
組
織
す
る
任

　
意
団
体
な
ど
（
※
地
域
ご
と
に
一
団
体
を
支
援
予
定
） 

▽
調
査
期
間
　
８
月
24
日（
月
）〜
28
日（
金
）
の
予
定 

▽
調
査
方
法
　
国
際
教
養
大
学
が
幹
事
と
な
り
、
学
生
が

　
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

▽
公
募
期
間
　
７
月
15
日（
水
）〜
７
月
31
日（
金
） 

 

„
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ 

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る 

循
環
型
社
会
づ
く
り
“ 

秋
田
由
利
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー 

研
究
会
「
第
３
回
勉
強
会
」 

お問い合わせは 

農山村づくり支援班 
（☎24－６２３４） 
畜産班（☎24－６３５４） 
または各総合支所産業課まで 

農業水産課 
ふるさと 

　
　
※
四
月
一
日
か
ら
の
実
施
。
す
で
に
今
年
度
の 

　
　
夢
プ
ラ
ン
を
申
請
し
、
こ
の
要
件
に
該
当
す
る 

　
　
方
の
市
の
助
成
率
は
２
／
12
と
な
り
ま
す
。 

か
さ 



「
笑
顔
」
の
写
真
を
募
集
！
　
対
象
▼
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市
内
在
住
） 

内
容
▼
写
真
１
枚
、
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・ 

住
所
・
○
○
さ
ん
ち
の
○
○
・
電
話
番
号
、
広
報
紙
へ
の
意
見
や
感
想
な
ど 

申
し
込
み
▼
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
広
報
広
聴
課
へ
（
あ
て
先
は
巻
末
に
掲
載
） 齋藤創希さんちの莉子ちゃん（1

0カ月）赤沼

 

羽
後
本
荘
駅
で
漫
画
「
釣
り
キ
チ
三
平
」

の
主
人
公
・
三
平
が
巨
大
イ
ワ
ナ
を
釣
り

上
げ
る
姿
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
山
車
飾
り

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
秋
田
市
新
屋
の
日

の
出
町
内
会
（
藤
田
徳
司
会
長
）
が
手
作

り
し
、
地
元
の
「
鹿
嶋
祭
」
で
使
用
し
た

こ
の
山
車
飾
り
は
、
同
町
内
出
身
の
穂
積

志
秋
田
市
長
が
「
映
画
の
ロ
ケ
地
と
な
っ

た
法
体
の
滝
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
」

と
提
案
し
、
本
市
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
。

今
月
下
旬
か
ら
は
矢
島
駅
で
の
展
示
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

由
利
本
荘
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会

 

常
任
委
員
・
加
藤
冨
男
さ
ん

 

東
北
管
区
少
年
補
導
功
労
者
表
彰

 

少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育
成
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
由
利
本
荘
地
区
少
年
保
護

育
成
委
員
会
常
任
委
員
の
加
藤
冨
男
さ
ん

（
67
歳
・
五
十
土
）
が
東
北
管
区
少
年
補

導
功
労
者
賞
を
受
賞
し
、
六
月
二
十
九
日
、

由
利
本
荘
警
察
署
（
後
藤
博
一
署
長
）
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

加
藤
さ
ん
は
昭
和
四
十
九
年
に
同
育
成

委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
少
年
防
犯
弁
論
大
会

の
開
催
や
非
行
防
止
の
呼
び
掛
け
、
小
中

学
生
へ
の
「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
街

頭
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
加

藤
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
原
点
は
家
庭
や
集

落
の
遊
び
場
。
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
、
青
少
年
を
中
心
に
声

掛
け
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

 

新
山
小
学
校
が
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

 

第
60
回
全
国
植
樹
祭

 

「
未
来
へ
つ
な
ご
う
　
元
気
な
森
　
元
気

な
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
第
六
十
回
全
国

植
樹
祭
が
六
月
七
日
、
福
井
県
で
開
催
さ
れ
、

全
日
本
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
新
山
小
学
校
が
次
の
と
お
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

■
学
校
環
境
緑
化
の
部

□
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞

 

新
山
小
学
校
（
佐
藤
寛
校
長
）

公
園
内
遊
具
を
塗
装
―
　
山
科
建
設
㈱

 

山
科
建
設
㈱
（
小
川
邦
則
代
表
取
締
役
）

が
六
月
十
日
〜
三
十
日
ま
で
、
宮
内
街
区

公
園
と
玉
ノ
池
八
幡
神
社
に
あ
る
遊
具
の

塗
装
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

 

同
社
が
行
っ
て
い
る
子
吉
川
岡
本
地
区

上
流
堤
防
の
改
良
工
事
に
お
け
る
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
公
園
内
の
遊
具

の
塗
装
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後藤署長から表彰状を受け取る加藤さん

 

大
須
賀
勉
さ
ん 

絵
画
「
宙
〜
そ
ら
〜
」

 

第
80
回
第
一
美
術
展
で
最
高
賞
に
！

　
第
八
十
回
第
一
美
術
展
（
第
一
美
術
協
会

主
催
）
が
東
京
都
内
の
国
立
新
美
術
館
で
開

催
さ
れ
、
絵
画
の
部
（
正
会
員
）
で
大
須
賀

勉
さ
ん
（
28
歳
・
大
鍬
町
）
の
描
い
た
「
宙

〜
そ
ら
〜
」
が
第
一
美
術
協
会
賞
（
最
高
賞
）

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
大
須
賀
さ
ん
は
本
荘
高
校
卒
業

後
、
東
洋
美
術
学
校
絵
画
科
で
学

び
、
平
成
十
九
年
か
ら
児
水
会
に

入
会
し
、
数
々
の
作
品
を
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
た
び
栄
え

あ
る
第
一
美
術
協
会
賞
を
授
か
り
、

大
変
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
応

援
し
て
く
だ
さ
り
支
え
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
る
大
須

賀
さ
ん
。

　
九
月
末
か
ら
は
、
初
の
個
展
を

秋
田
市
で
開
催
す
る
予
定
と
の
こ

と
で
、
「
個
展
へ
向
け
て
の
励
み

に
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

受賞作「宙～そら～」

　平成元年から14年まで７期にわたり県地方労働委
員会使用者委員として、労働委員会の運営および労
使関係の正常化と安定化に尽力されました。

従六位旭日双光章
自治功労　故 小 川 義 雄 さん

（石脇･５月27日逝去･73歳)

　昭和62年、旧鳥海町立川内中学校教頭、同63年
から３年間旧象潟町立上浜小学校長を務められ、
本荘由利地域の理科教育の充実に尽力されました。

正六位瑞宝双光章
教育功労　故 大 坂 　 葆  さん

　（石脇･６月６日逝去･78歳)

キ
ロ

　
第
十
四
回
秋
田
草
刈
唄
全
国
大
会
ｉｎ

に
か
ほ
が
六
月
二
十
日
、
に
か
ほ
市
で

開
催
さ
れ
、
大
賞
の
部
で
須
田
政
博
さ

ん（
51
歳
・
川
西
）が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

 

「
地
元
の
大
会
な
の
で
大
賞
を
取
り
た

い
と
い
う
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
」
と
話

す
須
田
さ
ん
は
「
唄
自
体
は
簡
単
な
よ

う
で
実
は
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
自
分
な

り
に
節
回
し
を
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
こ
れ
ま
で
と
違
う
唄
い
方
を
工

夫
し
て
み
た
の
が
う
ま
く
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
振
り
返
り

ま
し
た
。
八
月
九
日
に
は
本
荘
文
化
会

館
で
第
二
十
六
回
本
荘
追
分
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
二
度

の
準
優
勝
を
さ
れ
た
大
会
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、「
今
年
こ
そ
は
優
勝
を
ね
ら
い

た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。 

　
第
三
十
五
回
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
が
六
月
十
三
日
〜
十
四

日
に
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
阿

部
菜
那
さ
ん
（
本
荘
北
中
学
校
三
年
・

石
脇
）
が
女
子
52
㌔
級
で
第
二
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

 

阿
部
さ
ん
は
、
学
校
の
柔
道
部
に
所

属
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
練
習
は
週
に
一
度
。

大
会
を
振
り
返
り
、
「
ほ
か
の
選
手
た

ち
に
比
べ
て
自
分
は
少
な
い
練
習
時
間

で
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
の
力
を
出
せ
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
「
柔

道
の
技
を
レ
ス
リ
ン
グ
に
活
か
せ
る
よ

う
な
練
習
を
し
て
い
る
」
と
い
う
阿
部

さ
ん
。
九
月
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る

県
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

で
も
「
精
い
っ
ぱ
い
や
り
ま
す
」
と
明

る
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

う
た

い

７月1日号本紙11　「インターハイ・全国大会出場おめでとう！」中、由利高校ソフトボ 
ール女子の「畠山淳奈さん」は「畑山淳奈さん」の誤りです。おわびして訂正します。

ペー
ジ訂正



　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　
本
荘
地
域
　
　
６
戸（
松
涛
）

　
　
　
　
　
　
　
２
戸（
本
田
仲
）

　
岩
城
地
域
　
　
１
戸（
愛
宕
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸（
愛
宕
東
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸（
緑
ヶ
丘
西
）

　
由
利
地
域
　
　
２
戸（
滝
沢
舘
）

▽
公
共
住
宅
（
若
者
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸（
吉
野
）

▽
公
共
住
宅

　
鳥
海
地
域
　
　
１
戸（
笹
子
）

▽
申
込
期
限
　
７
月
27
日（
月
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市

　
都
市
計
画
課（
☎
24
―
６
３
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で

　
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
本
年
度
お
よ
び
来
年
度
に
開
設

を
希
望
さ
れ
る
「
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
」
の
募
集
を
７
月
15
日

（
水
）か
ら
行
い
ま
す
。
応
募
申
請
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
本
荘
由
利
広
域

市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
o
k
a
i
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n

y
u
k
o
/

）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
由
利
広
域

　
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課
（
☎

　
24
―
３
３
４
７
）

▽
受
付
期
間
　
７
月
16
日（
木
）〜
８

　
月
17
日（
月
）

▽
受
付
区
画
数
　
２
区
画

※
詳
細
は
、
当
課
窓
口
備
え
付
け
の

　
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
生
活
環
境
課（
☎
24
―
６
２
５
３
）

　
鳥
海
ダ
ム
調
査
事
務
所
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
鳥
海
ダ
ム
に
つ
い
て

の
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
「
出
前
講
座
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町
内
会
や
学
校
な
ど
、

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
指
定
の
会
場
に

お
伺
い
し
、
説
明
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
鳥
海
ダ
ム
調
査

　
事
務
所
（
☎
23
―
５
１
２
０
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
ま
で
の
実

　
施
内
容
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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▽
受
験
資
格
　
昭
和
54
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
方
（
た
だ
し
、
警
察
官

　
Ａ
Ⅰ
・
警
察
官
Ａ
Ⅱ
・
女
性
警
察

　
官
Ａ
の
受
験
資
格
を
有
す
る
方
を

　
除
く
）

▽
試
験
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

▽
受
付
期
間
　
〜
８
月
３
日（
月
）

▽
第
一
次
試
験
　
９
月
19
日（
土
）、

　
20
日（
日
）

▽
第
二
次
試
験
　
10
月
中
旬
お
よ
び

　
11
月
上
旬

▽
最
終
合
格
発
表
　
11
月
下
旬

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
警
察

　
署
警
務
課
（
☎
23
―
４
１
１
１
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
61
年
４
月
２
日

　
〜
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▽
試
験
日
（
一
次
試
験
）
　
９
月
27

　
日（
日
）

▽
受
付
期
間
　
郵
送
ま
た
は
持
参
／

　
７
月
21
日（
火
）〜
８
月
４
日（
火
）、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
７
月
21
日（
火
）

　
午
前
９
時
〜
28
日（
火
）午
後
５
時

※
試
験
地
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
仙
台
入
国
管
理

　
局
（
☎
０
２
２
―
２
５
６
―
６
０

　
７
６
）

　
県
で
は
、
統
計
に
関
す
る
知
識
を

広
め
、
統
計
の
表
現
技
術
を
高
め
る

た
め
、
全
県
の
小
中
高
校
生
、
大
学

生
お
よ
び
一
般
の
方
か
ら
統
計
グ
ラ

フ
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学

　
校
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、
自
分

　
で
観
察
・
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ

　
フ
に
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
）
　

▽
応
募
締
め
切
り
　
９
月
４
日（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
調
査
統
計
課

　（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
２
５

　
１
）
、
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
・

　
調
査
統
計
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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▽
と
き
　
９
月
13
日（
日
）午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
市
商
工
会
本
所
、
矢
島

　
支
所
、
岩
谷
珠
算
教
室

▽
申
込
先  

８
月
７
日（
金
）ま
で
、

　
市
商
工
会
本
所
ま
た
は
各
支
所
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
会
本
所

　（
☎
23
―
８
６
８
６
）

▽
と
き
　
７
月
24
日（
金
）午
前
10
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

　
方
　
　

▽
年
会
費
　
３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先
　（
社
）市
シ
ル
バ

　
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
５
１

　
１
１
）

※
秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
秋

　
田
し
ん
せ
い
農
協
の
通
帳
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
、
正
規
の
大
学
で
す
。

１
科
目
か
ら
学
べ
、
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。
教
養
学
部
生
と
大
学
院

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
〜
８
月
31
日（
月
）

▽
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　
放

　
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

　
０
１
８
―
８
３
１
―
１
９
９
７
）

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
60

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
運
動
の

趣
旨
に
沿
っ
た
、
分
か
り
や
す
い
新

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
〜
７
月
31
日（
金
）

▽
応
募
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル

▽
郵
送
先
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
〒
100
―
８
９
７
７
　
東
京
都
千
代

　
田
区
霞
が
関
１
―
１
―
１
　
法
務

　
省
保
護
局
厚
生
保
護
振
興
課
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▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　（
☎
24
―
６
２
５
１
）

　
三
陸
鉄
道
で
「
洋
風
（
レ
ト
ロ
）

と
番
屋
風
お
座
敷
」
の
２
種
類
の
列

車
に
乗
っ
て
「
絶
景
＆
う
め
ぇ
〜
も

の
」
を
満
喫
す
る
旅
に
行
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

▽
と
き
　
10
月
24
日
（
土
）
〜
25
日

　（
日
）

▽
募
集
人
員
　
80
人
（
最
少
催
行
人

　
員
60
人
）
※
添
乗
員
同
行

▽
旅
行
代
金
　
３
万
７
千
500
円
（
矢

　
島
駅
か
ら
３
〜
５
人
１
室
利
用
の

　
場
合
）

▽
宿
泊
地
　
陸
中
海
岸
田
野
畑
　
ホ

　
テ
ル
羅
賀
荘

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
高
原
鉄
道

　
旅
行
セ
ン
タ
ー
（
☎
56
―
２
２
３

　
６
）

　
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
全
国
の
市
町
村
で
活
動
し
て

い
る
人
権
擁
護
委
員
。
本
市
を
担
当

す
る
委
員
と
し
て
、
７
月
１
日
付
け

で
次
の
方
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

▽
本
荘
地
域
　
日
野
芳
子
（
新
任
）

▽
矢
島
地
域
　
佐
藤
眞
理
子（
新
任
）

※
岸
田
ヨ
シ
さ
ん
（
矢
島
地
域
）
が

　
同
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き
　
８
月
６
日（
木
）午
前
９
時

　
30
分
〜
正
午
（
要
予
約
）

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
５
階
第
６
会
議

　
室

▽
内
容
　
遺
言
・
相
続
な
ど
に
関
す

　
る
こ
と

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　（
☎
24
―
６
２
５
１
）

  

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る

た
め
、
無
料
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
と
き
　
８
月
４
日（
火
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
矢
島
福
祉
会
館

▽
問
い
合
わ
せ
先  

秋
田
地
方
法
務

　
局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　
保
健
所
で
は
、
専
門
医
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
活
用
く
だ

さ
い
。
（
無
料
・
要
予
約
）

▽
と
き
　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日（
祝

　
日
除
く
）
午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ
　
由
利
本
荘
保
健
所

▽
内
容
　
精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神

　
保
健
全
般
の
相
談
（
認
知
症
、
ア

　
ル
コ
ー
ル
依
存
、
う
つ
病
な
ど
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利

　
本
荘
保
健
所（
☎
22
―
４
１
２
０
）

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
に
、

今
年
度
の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。国
保
税
は
、世
帯
主
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
世
帯

主
が
国
保
の
加
入
者
で
な
い
場
合
で

も
納
税
通
知
書
は
世
帯
主
名
で
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　
普
通
徴
収
第
１
期
の
納
期
限
は
７

月
31
日（
金
）で
す
。

　
特
別
徴
収
の
対
象
の
方
に
は
、「
国

民
健
康
保
険
納
税
通
知
書 

兼 

特
別

徴
収
開
始
通
知
書
」
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
年
税
額
す
べ
て
が
特
別
徴

収
で
は
な
く
一
部
普
通
徴
収
の
場
合

は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
の
明

細
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
し

出
に
よ
り
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
税
務
課
国
保

　
税
班
（
☎
24
―
６
３
０
６
）
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
振
興
課
税
務
班

　
固
定
資
産
税
第
２
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
１
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）
は
７
月
31
日
（
金
）
で

す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま

た
は
市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付

の
方
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
交
通
事
故
と
違
反
の
な
い
、
明
る

く
住
み
よ
い
地
域
は
み
ん
な
の
願
い

で
す
。
市
で
は
、
無
事
故
無
違
反
の

ま
ち
を
目
指
し
「
交
通
安
全
市
民
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
会
を
通
じ
て
交
通
安
全
の
輪
が

大
き
く
広
が
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き
　
８
月
５
日（
水
）午
後
１
時

　
30
分

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館

▽
内
容
　
児
童
生
徒
に
よ
る
交
通
安

　
全
の
体
験
発
表
や
県
警
察
音
楽
隊

　
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　（
☎
24
―
６
２
５
４
）

　
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
70
歳
〜

74
歳
の
方
全
員
へ
、
８
月
か
ら
使
用

す
る
新
し
い『
高
齢
受
給
者
証
』を
７

月
末
日
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
７

月
中
旬
以
降
に
発
送
し
ま
す
の
で
、

古
い
受
給
者
証
は
有
効
期
限
後
、
は

さ
み
な
ど
で
裁
断
し
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。
有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
受

給
者
証
で
は
、
医
療
機
関
で
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生
日

　
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は

　
誕
生
月
）か
ら
該
当
と
な
り
ま
す
。

　
８
月
２
日
以
降
誕
生
日
を
迎
え
る

　
方
へ
は
、
誕
生
月
の
月
末
に
送
付

　
さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
生
活
課
国

　
保
班（
☎
24
―
６
２
４
５
）ま
た
は

　
各
総
合
支
所
市
民
課

　
社
会
保
険
労
務
士
が
助
成
金
申
請

に
関
し
、
資
料
整
備
や
作
成
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

▽
中
小
企
業
雇
用
安
定
助
成
金
と
は
―

　
休
業
手
当
の
一
部
助
成
（
最
大
９

／
10
）
※
受
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
会
保
険
労

　
務
士
会
中
央
支
部
（
☎
０
１
８
―

　
８
６
４
―
１
６
６
６
）

昨年の交通安全パレード



▽
対
象
者
　
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

　
金
な
ど
を
受
け
て
い
た
方
が
平
成

　
17
年
４
月
１
日
か
ら
本
年
３
月
31

　
日
の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
本

　
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

　
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者

　
が
い
な
い
場
合
に
、
ご
遺
族
お
一

　
人
が
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

※
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は

　
後
日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
が

　
送
ら
れ
ま
す
。

▽
支
給
内
容
　
額
面
24
万
円
、
６
年

　
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
期
間
　
８
月
３
日
〜
平
成
24

　
年
４
月
２
日
ま
で

▽
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
福
祉
支
援
課（
☎
24
―
６
３
１
５
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
高
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の
低
下
な

ど
で
、
自
主
的
に
運
転
免
許
を
返
納

し
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
取
得
し

た
65
歳
以
上
の
方
は
、
７
月
か
ら
理

容
店
や
温
泉
施
設
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
料
金
の
割
り
引
き
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
（
支
援
が
受
け
ら

れ
る
施
設
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら

れ
て
い
ま
す
）
ま
た
、
平
成
19
年
11

月
か
ら
は
「
運
転
記
録
証
明
書
」
を

掲
示
す
る
と
、
乗
車
運
賃
が
１
割
引

き
に
な
る
「
運
転
免
許
返
納
高
齢
者

割
引
タ
ク
シ
ー
制
度
」
も
全
県
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
警
察
本
部
交

　
通
企
画
課
（
☎
０
１
８
―
８
６
３

　
―
１
１
１
１
）
ま
た
は
、
お
近
く

　
の
警
察
署
、
幹
部
交
番
、
駐
在
所

　
ま
で

▽
と
き
　
受
験
講
習
会
…
10
月
８
日

　（
木
）、
認
定
試
験
日
…
11
月
13
日

　（
金
）　
※
試
験
だ
け
を
受
け
る
こ

　
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
と
こ
ろ
　
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
中
央
会
場
）

▽
申
込
期
間
　
７
月
21
日（
火
）〜
31

　
日（
金
）

▽
手
数
料
　
６
千
円

▽
申
し
込
み
先
　
市
上
下
水
道
課

　（
管
理
班
☎
24
―
６
３
４
４
）ま
た

　
は
各
総
合
支
所
建
設
課

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
下
水
道
協

　
会
秋
田
県
支
部
（
☎
０
１
８
―
８

　
６
４
―
１
４
２
７
）

　
厚
生
労
働
省
と
県
で
は
、
常
用
労

働
者
１
〜
４
人
の
事
業
所
を
対
象
に

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
事
業

所
に
は
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か

け
て
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
調
査
統
計
課

　（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
２
５
５
）

　
福
祉
に
関
心
の
あ
る
中
央
地
区
の

高
校
生
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き
　
７
月
24
日（
金
）午
後
１
時

　
〜
（
受
け
付
け
は
30
分
前
〜
）

▽
と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
法
人
い
ず
み

　
会（
秋
田
市
泉
菅
野
２
―
17
―
11
）

▽
定
員
　

30
人
（
受
講
無
料
）

※
各
高
校
で
一
括
申
し
込
み
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
会
福
祉
協

　
議
会
（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２

　
８
８
０
）

【
禁
止
し
て
い
る
こ
と
】

　
①
夜
間
の
外
出
、
無
断
外
泊
②
成

　
人
映
画
館
、パ
チ
ン
コ
店
、喫
茶
店

　
な
ど
へ
の
出
入
り
③
テ
レ
ク
ラ
、

　
飲
酒
・
喫
煙
を
伴
う
カ
ラ
オ
ケ
ボ

　
ッ
ク
ス
の
利
用
④
飲
酒
、
喫
煙
、

　
薬
物
乱
用
⑤
自
転
車
使
用
時
の
並

　
進
、
二
人
乗
り
、
傘
差
し
、
無
灯

　
火
、
携
帯
電
話
の
使
用
、
ヘ
ッ
ド

　
ホ
ン
・
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
な
ど
の

　
視
聴
⑥
自
動
車
・
自
動
二
輪
車（
無

　
許
可
）
の
運
転
免
許
取
得

【
学
校
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
】

●
ア
ル
バ
イ
ト

※
次
の
業
務
は
許
可
し
ま
せ
ん
。

　
①
危
険
・
有
害
業
務
②
夜
間
業
務

　
③
酒
類
を
提
供
す
る
業
務
④
自
動

　
二
輪
車
や
自
動
車
を
用
い
る
業
務

　
⑤
責
任
が
重
す
ぎ
る
業
務
（
水
泳

　
場
監
視
補
助
員
な
ど
は
学
校
と
相

　
談
す
る
こ
と
）

●
校
外
の
集
会
、
諸
活
動
へ
の
参
加

　
お
よ
び
旅
行

※
同
級
会
の
許
可
基
準

　
①
昼
間
の
開
催
で
あ
る
こ
と
②
会

　
場
が
出
身
校
で
あ
る
こ
と
③
恩
師

　
な
ど
の
参
加
を
伴
う
こ
と
④
飲
酒

　
・
喫
煙
を
伴
わ
な
い
こ
と

●
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、
旅
行
、
サ
イ

　
ク
リ
ン
グ
、
演
奏
活
動
な
ど

▽
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
六
高
校
生
徒

　
指
導
連
絡
協
議
会

▽
と
き
　
７
月
18
日
（
土
）
〜
21
日

　（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン

　
パ
ス

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立
大
学
本
荘

　
キ
ャ
ン
パ
ス（
☎
27
―
２
０
６
４
）

　
矢
島
地
域
で
400
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
「
八
朔
ま
つ
り
」
の
写
真
展
を

開
催
中
で
す
。
ま
た
、
「
鳥
海
山
麓

地
区
の
伝
統
・
文
化
の
紹
介
」
Ｄ
Ｖ

Ｄ
画
像
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
展
示
期
間
　
９
月
30
日（
水
）ま
で

　
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
矢
島
総
合
支
所

　
産
業
課
（
☎
55
―
４
９
５
６
）
、

　
鳥
海
山
麓
地
区
総
合
案
内
所
（
☎

　
55
―
３
０
０
３
）

●
囲
炉
裏
を
囲
ん
だ
会
議
は
い
か
が

　
で
す
か
―
案
内
所
は
午
後
９
時
ま

　
で
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
・
休
憩
会
場

　
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
と
き
　
７
月
26
日（
日
）午
前
９
時

　
30
分
〜

▽
と
こ
ろ
　
道
の
駅
「
清
水
の
里
・

　
鳥
海
郷
」
エ
リ
ア

▽
内
容
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
前
ノ
沢

　
太
鼓
９
時
30
分
〜
）
、
来
客
25
万

　
人
記
念
式
（
10
時
〜
）
、
民
謡
歌

　
謡
シ
ョ
ー
（
①
10
時
30
分
〜
、
②

　
午
後
１
時
〜
）、
冷
や
汁
試
食
、野

　
菜
重
量
当
て
ク
イ
ズ
（
10
時
30
分

　
〜
）
、
直
売
所
10
 
割
引
祭
（
８

　
時
30
分
〜
※
菜
ら
ん
ど
で
も
同
時

　
に
開
始
し
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
道
の
駅
「
清
水

　
の
里
・
鳥
海
郷
」
（
☎
57
―
３
７

　
９
７
）

▽
と
き
　
７
月
31
日（
金
）午
後
２
時

　
〜
９
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
前
通
り
、
本
荘

　
公
園

▽
内
容
　
【
市
役
所
前
通
り
】
５
時

　
45
分
〜
ヤ
ー
ト
セ
交
流
会
、
フ
ラ

　
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
由
利
本
荘
菖
蒲

　
音
頭
、
新
本
荘
追
分
踊
り（
踊
り

　
団
体
募
集
中
）【
本
荘
公
園
】
自

　
衛
隊
演
奏
会
（
２
時
〜
パ
レ
ー

　
ド
）
、
「
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
10

　
万
人
セ
ー
ル
ス
大
作
戦
」
オ
ー
プ

　
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
３
時
〜
）、
本

　
荘
北
中
吹
奏
楽
演
奏
、
超
神
ネ
イ

　
ガ
ー
シ
ョ
ー
、吉
本
興
業
ラ
イ
ブ
、

　
由
利
高
校
民
謡
部
、
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ

　
Ｅ
ラ
イ
ブ
（
７
時
20
分
〜
）
な
ど

▽
そ
の
他
　
本
荘
公
園
内
に
て
物
産

　
展
や
各
種
団
体
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
展

　
示
し
ま
す
。
駐
車
場
の
数
に
限
り

　
が
あ
り
ま
す
。
お
車
以
外
で
の
ご

　
来
場
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
青
年

　
会
議
所
（
☎
22
―
４
９
４
０
）

▽
と
き
　
８
月
１
日（
土
）午
後
２
時

　
〜
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
ポ
ン
パ
ル

▽
内
容
　
金
利
紀
さ
ん
の
発
表
「
郷

　
土
芸
能
の
継
承
・
保
存
と
学
校
教

　
育
の
役
割
」
、
須
田
高
さ
ん
の
論

　
文
「
子
吉
川
流
域
に
お
け
る
鳥
海

　
修
験
と
羽
黒
山
信
仰
」
の
合
評
会

※
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
本

　
荘
郷
土
資
料
館
　
佐
藤
（
☎
24
―

　
３
５
７
０
）

▽
と
き
　
８
月
１
日（
土
）午
後
２
時

　
〜
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　（
本
荘
図
書
館
３
階
）

▽
内
容
　
夏
の
大
三
角
と
い
て
座

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
前
日
ま
で
市
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　（
☎
22
―
３
１
６
６
）

▽
と
き
　
８
月
12
日（
水
）午
後
７
時

　
〜
９
時

▽
と
こ
ろ
　
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
南

　
由
利
原
キ
ャ
ン
プ
場
）

▽
内
容
　
夏
の
星
座
と
ペ
ル
セ
ウ
ス

　
座
流
星
群

※
く
も
り
や
雨
の
場
合
は
中
止

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
コ
ス
モ
ワ
ー
ル

　
ド
（
☎
53
―
２
０
０
８
）

　
「
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
よ

う
」
と
、
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
の
意

見
交
換
会
が
六
月
二
十
三
日
、
西
目

総
合
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
域
か
ら
市
民
一
人
と
市
内
に

店
舗
を
持
つ
三
つ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
業
者
、市
職
員
が
参
加
し
、

レ
ジ
袋
の
削
減
方
法
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
。
事
業
者
か
ら
は
「
環
境
問

題
の
点
か
ら
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布

廃
止
は
、
全
国
的
な
う
ね
り
と
な
り

広
が
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
マ
イ
バ

ッ
ク
持
参
率
が
高
く
、
環
境
意
識
の

強
い
由
利
本
荘
地
域
が
県
内
第
１

号
の
取
り
組
み
地
域
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
レ

ジ
袋
の
無
料
配
付
の
廃
止
」
を
行
う

こ
と
が
最
も
効
果
的
な
対
策
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

  

レ
ジ
袋
は
原
油
を
原
料
と
し
、
国

内
で
年
間
三
百
億
枚
、
一
人
当
た
り

三
百
枚
近
く
を
使
用
し
、
日
本
の
一

日
当
た
り
の
原
油
輸
入
量
に
近
い
使

用
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

協賛店の
ステッカーが
目印です

水 9.30水

▲

　この夏、鳥海山周辺の本市、にかほ市、
山形県酒田市、遊佐町の3市1町の観光
施設と飲食店など、60カ所の施設が一
体となった観光キャンペーンを開催しま
す。

　各協賛店で「利用料金の割引」や「料
理一品サービス」が受けられる「まるっ
とクーポン」や観光施設・道の駅などに
あるスタンプを各市町1個ずつ（計4個）
集めて応募すると抽選で「元祖秋田屋き
りたんぽセット」などの特産品が当たる
「まるっと鳥海スタンプラリー」など、
楽しさ満載！

　地場食材を使ったキャンペーン特製メ
ニューの情報なども提供しています。詳
しくはこちらのブログ（ U R L ：
ht tp : / /wakuwakuchoka i . coco log -
nifty.com/）をご覧ください。
◆問い合わせ先　環鳥海地域連携事業実
　行委員会（県由利地域振興局☎22－
　5432）

 

パ  

ー
セ
ン
ト

今後も具体的な削減対策と実施
時期などについて話し合われます

い

ろ

り

夏の夜の踊りの輪に入りませんか？
踊り団体募集中です



　㈶本荘由利産業科学技術振興財団
（柳田弘理事長）による「平成21年
度助成事業助成決定通知書交付式」
が６月17日、本荘由利産学共同研究
センターで行われました。これは県
立大学システム科学技術学部に在籍
する教員および学生を対象としたも
ので、本荘由利地域の産業振興や活
性化につながる調査研究、学生のユ
ニークな自主研究、海外の大学や研
究機関での研修活動費などへ助成を
行うものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　今年度は、全12件の事業へ総額420
万円の助成が決定され、交付式では、
同財団の渡部充顧問から助成決定通
知書が手渡されました。  
　調査研究助成事業において、「広
帯域抵抗装加プリントモノポールア
ンテナの研究」をテーマに70万円の
助成を受けた笹森崇行准教授が代表
し、「私たちが住む本荘由利地域の
さらなる発展に貢献するため、より
一層優れた成果を出せるよう、今後
も励んでまいりたい。期待にこたえ
るため、精いっぱいの努力を続ける
ことを誓います」とあいさつし、今
後の調査研究への決意を新たにして
いました。 

 
■西目保育園「ふれあい保育」に

　遊びに来てね 
　お子さんを保育園でのびのびと
遊ばせてみませんか。今回は「ス
イカ割り」を行います。 
日時　８月５日㈬午前９時30分～
　10時30分 
場所　西目保育園 
対象　０歳～３歳の未就園のお子
　さんと保護者 
問い合わせ先　西目保育園 

（☎33－2022） 
■「アクアビクス教室」を開催 

～男性の方もぜひご参加ください 
日時　７月24日㈮、28日㈫、31日
　㈮、８月４日㈫、７日㈮午前10
　時～11時 
場所　西目海洋センター 
料金　200円（プール入場料）  
問い合わせ先　西目公民館 

（☎33－2315） 
■ちびっ子消防体験 
日時　７月26日㈰午前10時～正午 
場所　道の駅「にしめ」イベント広場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内容　消防自動車はしご車搭乗体
　験、放水体験など 
問い合わせ先　道の駅「にしめ」 

（☎33－4260） 
■第２回「にしめ菜の花写真コン

　テスト」写真展開催のお知らせ 
　西目環境保全活動の会主催で、
５月に募集しました「にしめ菜の
花写真コンテスト」に応募された
皆さんの写真展を開催中です。 
期間　～８月31日㈪
場所　道の駅にしめ 
※上位入賞者は次の方々です。 
グランプリ　柳橋悟さん（西目町
沼田）、準グランプリ　鈴木幸夫
さん（西目町沼田）、照井作太郎
さん（湯沢市） 
問い合わせ先　西目環境保全活動
　の会（西目土地改良区内☎33－
　4666） 

■「第３回にしめ海水浴場大綱引

　き大会」（ビーチであそぼうゲ

　ーム大会：同日開催） 
日時　７月25日㈯午後２時～ 
場所　西目海水浴場 
※参加無料。申し込み不要。（ど
　なたでも参加できます） 
問い合わせ先　市観光協会西目支
　部（☎33－4150） 
■「カラオケを楽しむつどい」開催 
　夏のひとときをカラオケで楽し
みませんか？お誘い合わせの上、
ぜひお出でください。 
日時　８月２日㈰午後５時30分～
　午後８時30分 
場所　西目公民館シーガル 
入場料　無料（飲み物引換券500円） 
主催　カラオケ喜楽会／カラオケ
　花吹雪の会／西目町芸術文化協会 
問い合わせ先　西目公民館シーガ
　ル（☎33－2315） 
■西目公民館シーガルオペレータ

　ー講習参加者募集 
　シーガルの音響設備・照明設備
の講習会を開催します。受講後は
シーガルで開催される諸行事のオ
ペレーターとして活躍できます。 
日時　７月21日㈫午後３時～５時 
場所　西目公民館シーガル 
講師　㈱秋田ステージ 
申し込み・問い合わせ先　西目公
　民館シーガル（☎33－2315） 
 
■公共施設休館日（７月下旬） 
青少年ホーム　26日㈰、日曜・祝
　日の夜間（午後５時～） 
矢島教育学習課（☎56－2203） 

寿康苑　19日㈰、27日㈪ 
寿康苑（☎56－2940） 

福祉会館　26日㈰ 
福祉会館（☎56－2205） 

 
■本荘芸術文化協会“創立40周年記
　念”『本荘夏の芸術祭』を開催 
日時　８月２日㈰正午開場、午後
　０時30分開演 
場所　本荘文化会館 
入場料　500円  
内容　日本舞踊、新舞踊、洋舞、
　仕舞、詩吟、琴、民謡、合唱、
　ダンス、寸劇など 
問い合わせ先　本荘文化会館 

（☎22－3033） 
■フィットネスジム登録講習会 
日時　７月22日㈬午後６時 
場所　アクアパル 
定員　25人（先着順） 
年会費　一般＝3,150円、学生＝　
　1,575円（ともに税込み） 
※事前に電話などでアクアパルへ
　申し込みください。 
問い合わせ先　アクアパル 

（☎22－5611） 
■子吉川が熱い！子吉川レガッタ
　2009出漕クルー募集 
日時　９月13日㈰午前８時（悪天
　候時は19日㈯に延期）  
場所　アクアパル前子吉川ボート場 
種目　成年男子・女子、壮年男子・
　女子、中学男子・女子（各種目
　ともナックルフォア500㍍）  
資格　市民または市内の事業所に
　勤務する人および県立大学生（た
　だし、中学・高校ボート部員お
　よびＯＢ、日本ボート協会選手
　登録選手の参加は認めません） 
出漕料　６千円（保険料込み）中
　学の部は無料 
申し込み・問い合わせ先　所定の
　申込書に出漕料を添えて、８月
　９日㈰までレガッタ実行委員会
　事務局（アクアパル内☎22－5611）
※練習期間は特に設けません。大
　会間近になると練習が込み合い、
　ボート使用の予約がとれないこ
　とがありますので、早い時期か
　らの練習をお勧めします。 
■ナックルフォアボートを貸し出
　しします 
時間　午前９時～午後６時（日没
　まで） 
対象　市民クルー、競技団体 
使用料　一般630円、学生315円（と
　もに４時間・税込み） 
※ボートを使用するには団体登録
　が必要です。 
申し込み・問い合わせ先 

アクアパル（☎22－5611） 

新着案内 
《一般書》 
貧困の僻地　　　　　　　曽野綾子 
てのひらメモ　　　　　　夏樹静子 
世界の果て　　　　　　　中村文則 
神去なあなあ日常　　　三浦しをん 
龍神の雨　　　　　　　　道尾秀介 
訪問者　　　　　　　　　恩田　陸 
たまゆらの愛　　　　　　藤田宜永 
されど時は過ぎ行く　　　北方謙三 
ＩＮ　　　　　　　　　　桐野夏生 
１Q８４                　　　　村上春樹 
脇役スタンド・バイ・ミー　沢村　凛 
あじさいを楽しむ        　　藤井　清 
「超神ネイガー」を作った男 
　　　　　　　　　　　　海老名保 
任天堂“驚き”を生む方程式　井上　理 
止島　　　　　　　　　　小川国夫 
秋田県式家庭学習ノート　　　　　
　　　　　　　　　主婦の友社/編 
金賢姫からの手紙　　　　西岡　力 
女三人のシベリア鉄道　　森まゆみ 
ＲＤＧ　２　　　　　　　荻原規子 
「特捜」崩壊－堕ちた最強捜査機関－ 
　　　　　　　　　　　　石塚健司 
凛としたシニア　　　　　榊原節子 
翻訳のさじかげん　　　　金原瑞人 
中上健次と村上春樹　　　柴田勝二 
花も花なれ、人も人なれ　細川佳代子 
へこたれない　　　　　　鎌田　實 
12歳の空　　　　　　　三船恭太郎 
秋田蘭画の近代－小田野直武「不忍
池図」を読む－　　　　　今橋理子 
江戸の風格　　　　　　　野口武彦 
真・国防論　　　　　　田母神俊雄 
「罪と罰」ノート　　　　亀山郁夫 
おてんば八十八歳　　　　清川　妙 
原寸大日本の仏像 京都編　講談社/編 
サンデーとマガジン　　　大野　茂 
シリコンバレーから将棋を観る－羽
生善治と現代－　　　　　梅田望夫 
ふつうな私のゆるゆる作家生活 
　　　　　　　　　　　　益田ミリ 
女の背ぼね　　　　　　　佐藤愛子 
死の海を泳いで　 
　　　　　　デイヴィッド・リーフ 
なぜ年をとると時間の経つのが速く
なるのか　　ダウエ・ドラーイスマ 
奇跡の脳　ジル・ボルト・テイラー 

10万年後の世界経済史 
　　　　　　グレゴリー・クラーク 
弓と禅　　　　オイゲン・ヘリゲル 
プロが教えるわが家のシミ抜き＆洗
濯術　クリーニング技術研究会/編
癒快温泉　ジエ・エー・エフ出版社 
飼う前に読む！しつけ以前のペット
の常識　　　　　　　　高倉はるか 
新型インフルエンザとは？フェーズ
６の恐怖　　　　　　　　柳田彰彦 
日本の臓器移植　　　　　相川　厚 
仕事に役立つ「読解力」　高橋昭男 
実践！特許のすべてがわかる本 
　　　　　　　　　　　　守谷一雄 
カブトムシ・クワガタムシの飼育徹底
ガイドブック　　 カブクワ編集チーム 
《児童書》　　　　　　　　　　　
カブトムシがいきる森　　筒井　学 
ねこの根子さん　　　あさのあつこ 
ちびっコなまはげがおたくん　２ 
　　　　　　　　　　　　今野　仁 
なきすぎてはいけない　たかすかずみ 
そいつの名前はエメラルド　竹下文子 
おとうさんはしょうぼうし　 
　　　　　　　　　　　鈴木まもる 
げんくんのまちのおみせやさん 
　　　　　　　　　ほりかわりまこ 
あめふりあっくん　　　　浜田桂子 
おとうさんのちず 
　　　　　　ユリ・シュルヴィッツ 
しかめっつらあかちゃん 
　　　　　　　　　ケイト・ぺティ 
おばあちゃん、ぼしゅう中！ 
　　　　アーニャ・トゥッカーマン 
よるとひる　レナード・ワイスガード 
コンスタンスとミニ 
　　　　　　　　エリック・エリオ 
おやすみ、ぼく　　　エマ・クエイ 
グレッグのダメ日記　ジェフ・キニー 
あっぱれ！てるてる王子 
　　　　　　　　　　コマヤスカン 
池上彰のニュースに登場する国ぐに
のかげとひかり　　　　　池上　彰 
「自由研究」の選び方＆まとめ方が
わかる本　　子ども学力向上研究会 
はじめての辞書引きワーク 
　　　　　　　　　　　　深谷圭助 
英語で読み解く賢治の世界 
　　　　　　ロジャー・パルバース 

▽
 

▽
 

▽
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　「社会を明るくする運動」強調月間に合わせ、中学生による意見発表や
全体討議を行い、明るい社会づくりへの認識を深めます。皆さんお誘い合
わせのうえ、お気軽においでください。 
日時　７月23日（木）午後０時30分　　場所　西目公民館「シーガル」 
問い合わせ先　西目総合支所市民課（☎33－4613） 

 



■平成21年度市民盆踊り講習会
　とき…７月19日（日）
　　　　午後１時30分～４時
　ところ…鶴舞会館（体育館）
　内容…①新本荘追分踊り②本荘
　追分③本荘菖蒲音頭④（新曲）ご
　祝儀音頭（輪踊り）の実技指導
　参加料…500円
　対象…一般市民や踊り愛好者な
　ど、どなたでも
　持ち物…上履き
　お問い合わせ…本荘民謡踊り同
　好会　藤原さん（☎23－3403）
■人形劇団クスクスの連続公演
　とき…７月19日（日）①午前10時
　30分～②午後７時～、20日（月）
　①午前10時30分～②午後２時～
　ところ…齋彌酒造店（石脇）酒
　蔵サロン「角太倶楽部」 
　演目…さるかに合戦、おむすびこ
　ろりん、ずいとんさんときつねほか
　入場券…１千円（あきた子育てふ
　れあいカード提示で200円割引）
　申し込み・お問い合わせ…人形
　劇団クスクス（☎22－1712）
■第29回水石同好会展
　とき…７月24日（金）正午から
　27日（月）午後３時まで
　ところ…本荘文化会館地階
　展示内容…全国各地産石(自然石)
　お問い合わせ…本荘水石同好会
　佐々木さん（☎24－4380）
■西目高等学校吹奏楽部
　第28回定期演奏会を開催します
　とき…７月26日（日）
　午後１時30分開場、２時開演
　ところ…西目公民館「シーガル」
　内容…【第１部】クラシックス
　テージ【第２部】ポップスステ
　ージ　※入場無料
　お問い合わせ…西目高校吹奏楽
　部　櫻庭さん（☎33－2203）

■県立ゆり養護学校「夏のイベント」
【ふれあいショップ】
　作業製品の販売（陶芸、木工、
花の苗、はがき、手芸品ほか）
　とき…７月23日（木）、24日（金）
　午前10時～午後３時
　ところ…イオンスーパーセンタ
　ー本荘店
　参加団体…水林新生園、県心身
　障害者コロニー、県立ゆり養護
　学校、身体障害者授産施設はま
　なす園、NPO法人はまなす会ゆ
　うゆう、障がい福祉サービス事
　業所さん・とらっぷ
　お問い合わせ…県立ゆり養護学
　校　齊藤さん（☎27－2631）
【サマーキャンプ】　
　とき…７月31日（金）午前９時
　20分～８月１日（土）午前９時 
　（日帰りの場合は、31日（金）
　９時20分～午後５時10分）
　ところ…ゆり養護学校
　対象…小･中学校の特別支援学級
　に在籍している児童生徒とその
　保護者20人程度
　参加料…【宿泊】3,180円（雨天
　時2,680円）【日帰り】1,400円（雨
　天時900円）
※保護者は宿泊のみ1,630円（体験
　活動参加希望者は別途）
　お問い合わせ…県立ゆり養護学
　校寄宿舎　加藤さん 
　　　　　　　　　（☎27－2632）

■「コロニー夏祭り」開催！
　とき…７月30日（木）午後６時
　～８時15分（雨天時は31日に順延）
　ところ…コロニー内「西公園」
　内容…演芸（なまはげ郷神楽、順延時中
　止）、盆踊り、出店（焼き鳥、わたあめ、かき
　氷）、打上花火（７時40分～８時15分の予定）
　お問い合わせ…県心身障害者コ
　ロニー（☎33－2255）
■「夕涼み会」を行います
　卒園生、近所の方、未就園児の
方、遊びにいらしてください。
　とき…８月３日（月）午後６時
　30分～８時（雨天時は４日に順延）
　内容…ゲーム、食べ物コーナー
　（販売となります）
　ところ・お問い合わせ…若草幼
　稚園（☎22－0852）
■平和のつどい　
　～身近な戦争体験を語り合おう～
　とき…８月６日（木）
　　　　午前10時～11時30分
　ところ…にかほ市 むらすぎ荘
　対象…小学生以上
　参加費…大人100円（子ども無料）
　内容…戦争に関する絵本の読み聞
　かせ、体験談の配布・語り合いなど
　申し込み・お問い合わせ…生活
　協同組合コープあきた由利支部 
　　　　　　　　　（☎36－3115）
■太極拳　生涯無料会員募集
　～健康と病後のリハビリに最適～
　とき・ところ…【ポンパル】毎週水・
　金曜日の午前９時30分～、毎週
　月曜日の午後１時30分～、【鶴
　舞会館】毎週木・日曜日の午前
　９時30分～、【砂子下コミュニ
　ティセンター】毎週火曜日の午
　前９時30分～、毎週土曜日の午
　後１時30分～　※各２時間
　お問い合わせ…市太極拳協会
　佐々木さん（☎080－5578－5362）
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６月末日現在・住民基本台帳
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（＋８）

（　）は前月比

須田　華澄ちゃん（ 大 さん）一番堰

鈴木煌士郎ちゃん（精智さん）荒町

佐藤　愛瑠ちゃん（直人さん）石脇

細矢　健介ちゃん（朋明さん）小人町

伊藤　航斗ちゃん（保宏さん）中梵天

佐藤　莉心ちゃん（高広さん）芦川

菅原　裕樹ちゃん（和彦さん）石脇

猪股　　輝ちゃん（ 晃 さん）上野

小松　心暖ちゃん（孝平さん）山内

村木　里緒ちゃん（克也さん）石脇

畠山　煌太ちゃん（慎太郎さん）石脇

長谷部唯奈ちゃん（翔平さん）石脇

石川あかりちゃん（ 伸 さん）薬師堂

齋藤　花音ちゃん（ 翔 さん）石脇

齊藤　美空ちゃん（健太郎さん）浜三川

星川　大希ちゃん（秀晴さん）岩城亀田亀田町

阿部　玲奈ちゃん（一也さん）五十土

伊藤　響己ちゃん（ 宏 さん）山本

三浦　心優ちゃん（ 誠 さん）吉沢

佐々木哲汰ちゃん（大哲さん）北福田

小野　暖翔ちゃん（和成さん）東由利舘合

佐藤　璃空ちゃん（広和さん）西目町沼田

加川　麗愛ちゃん（直人さん）西目町沼田

三浦　苺花ちゃん（ 勉 さん）西目町沼田

こう

伊藤昭一郎さん
　　　　（福山・82歳）

三保昭二郎さん
　　　　（水林・77歳）

佐々木キヨノさん
　　　　（石脇・96歳）

村上　留治さん
　　　　（石脇・81歳）

加藤鐵太郎さん
　　　　（石脇・84歳）

本間　照雄さん
　　　　（川口・79歳）

篠田　フデさん
　　　（浜三川・85歳）

佐藤　　一さん
　　　（古雪町・83歳）

伊藤　誠吉さん
　　（西小人町・88歳）

岡部　和雄さん
　　　（一番堰・79歳）

正木とめ子さん
　（矢島町立石・52歳）

　野　　　さん
　　（岩城二古・79歳）

　橋千代治さん
　　（岩城道川・80歳）

三浦　ヒテさん
（岩城内道川・80歳）

伊藤アキノさん
　　　　（山本・83歳）

小寺直治郎さん
　　　　（前郷・91歳）

三浦フキ子さん
　　　　（森子・76歳）

　野　亮蔵さん
　　　（中田代・92歳）

石井　チヨさん
　　　（岩谷町・87歳）

山口　政尾さん

　　
（大内三川・83歳）

眞坂イサミさん

　　　　
（中俣・78歳）

齊藤長五郎さん

　　　　
（松本・82歳）

阿部　修三さん
　　　（小栗山・51歳）

鈴木　　　さん

　　　　
（徳沢・91歳）

伊藤オトワさん
　　　　（長坂・92歳）

佐々木市太郎さん
　　　　（羽広・82歳）

佐藤太智雄さん
　（東由利黒渕・50歳）

遠藤トノ子さん
　（東由利舘合・75歳）

鈴木金治郎さん
　（東由利田代・82歳）

齋藤　チヨさん
　（西目町沼田・90歳）

今野　勝也さん
　（西目町沼田・82歳）

鈴木ハヂメさん
　（西目町沼田・95歳）

佐々木孝雄さん
　（西目町出戸・83歳）

金子　智一さん
　（鳥海町百宅・41歳）

佐藤　定男さん

（鳥海町下川内・83歳）

テ

長谷山喜市郎さん（旧東由利町功労者・東
由利老方）は６月16日永眠されました。昭和
39年から５期20年にわたり旧東由利町議会議
員を務められ、産業経済、建設の各常任委員
長や監査委員を歴任されるなど、地方自治の
発展にご尽力されました。また、旧由利郡身
体障害者連合会会長、（財）秋田県身体障害者
協会理事にも選任され、社会福祉の向上、推
進に貢献されました。平成２年旧東由利町自
治功労顕彰。平成15年旭日単光章。93歳。

　鳥海山ろく線沿線の環境
美化に取り組もうと前郷駅
愛好会（大関嘉一会長）が
主体となって６月22日、前
郷駅構内にアジサイの植栽
などのボランティアを実施
しました。
　会の呼びかけに地域住民
や会員など約30人が参加し、
駅周辺の草刈りや木の枝払
い、植木の手入れなどが行
われました。

沿線をきれいに！ 
前郷駅でアジサイを植栽

交通安全とツーロック呼び
かけ　由利高に看板を寄贈

　由利高校（高井真澄校長）
に６月25日、由利本荘地区
交通安全協会南内越支部（高
原薫支部長）と由利本荘地
区少年保護育成委員会（小
川征雄会長）から交通安全
とツーロックを呼びかける
看板が贈られました。生徒
から応募のあった標語３点
を看板にしたもので、生徒
の代表は「無事故、無違反、
無盗難を目指します」と誓
いの言葉を述べました。

黄
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